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代行審判 各位 

 

成田市社会人リーグ戦のローカルルール（2022 年度）追加について 

 

１）試合開始の笛から終了の笛が吹かれる間、審判のジャジに関する質問・確認行為は 

各チームキャプテン（キャプテンマークを付けた選手）のみが行えるものとします。 

①キャプテンが誰か明確に示されないチームからの質問は不可となります 

②キャプテン以外の選手からあった場合は「警告」とします。 

２）主審判定後やゴールインの後、ボールの取りあいを行った場合、「警告」とします。 

 

代行審判の打合せ事項、合図の統一について 

 

打ち合わせは、基本的には主審が行いますが、内容を統一することで効率化をはかります。 

◆全員で確認すること◆ 

・メンバー表の提出とユニフォームの色を確認 

・ゴールおよびネットおよびコーナーフラッグの設置 

・主審は使用するボールを確認（空気圧は 0.95～1.00が目安） 

◆アシスタント（副審）にお願いしたい事項と合図◆ 

・選手との挨拶のあと位置に付く前にゴールおよびネット確認 

・オフサイドラインのキープ 

【合図】オフサイドが無い場合、手で斜め下に伸ばして合図する 

・ゴールインを認めたくない時 

【合図】コーナーフラグの前に立ち動かない （声で主審を呼んでも良い） 

・ゴール後、再開までの監視 

・タッチライン、ゴールラインをどのチームがボールを出したかが不明な時 

【合図】真上にアシスタントフラッグを上げ主審の判断を待つ 

・主審との差し違いがあり副審自身が正しく自信がある時 

【合図】アシスタントフラッグを２度同じ方向に上げ主審に知らせる 

  （ワンタッチの場合は膝付近を手でワンタッチする） 

・得点者やの背番号、懲戒罰の種別などの記録 

・イエローカード 2枚目で退場を忘れた時の援助 

・交代の手続（メンバー表、交代用紙、選手の確認） 

・飲水タイムをとる試合で主審がそれを忘れていたら教える 

・代替ボールの投入 

・ペナルティーキックで GKの飛出し違反があった時の合図方法 

【合図】アシスタントフラッグを上げる 

※ その他の事項についての追加および訂正はリーグ戦開始後に行います。 


